
3　わり算の筆算(1) 　　がつ　　にち なまえ

こたえ あまりのある筆算とたしかめ 基礎③
き そ

1 筆算で計算しましょう。
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2 計算して、答えのたしかめもしましょう。

77÷3＝25あまり 2

たしかめ 3×25＋ 2 ＝ 77

85÷6＝14あまり 1

たしかめ 6×14＋ 1 ＝ 85

93÷4＝23あまり 1

たしかめ 4×23＋ 1 ＝ 93

58÷5＝11あまり 3

たしかめ 5×11＋ 3 ＝ 58

3 □にあてはまることばを書きましょう。

わる数 × 商 ＋ あまり ＝ わられる数

おうちの方へ

さいごにひいたのこりが「あまり」です。あまりは、かならずわる数

より小さくなります。

たしかめ：わる数×商＋あまり＝わられる数（77÷3＝25あまり2 →

3×25＋2＝77）。わり算の答えを「商」といいます。
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